
　令和４年の年頭にあたり、日頃より私の活動にご理解と
ご協力をいただいておりますことに、改めて心から感謝申し
上げます。
　昨年も猛威を振るった新型コロナウィルス感染症ですが、
８月半ばから新規感染者や重症者が徐々に減少し、国内に
おいては落ち着いた状況を保っています。
　この先いつ来るとも知れない第六波への確実な備えや
変異株に対する注意を怠ることなく、３回目のワクチン接種
をスムーズに進めることが重要と考えています。そして今年
はコロナ禍を乗り越え、新たな港区を創り出すことに向かっ
て歩みを進めて参ります。
　コロナが収束しても、以前と同様の人の流れが戻るには
まだ時間を要すると考えられ、ダメージを受けた中小零細
事業者や個人事業主の皆様に対するきめ細かな支援を行
うことが必要です。

　一方で、コロナを契機にリモート会議や学校でのオンライ
ン授業などが急速に普及し、ICTの活用による生活の利便
性が向上しました。区議会でも議長在任中、各議員向けに
タブレット端末を導入、議会のデジタル化を推し進めたこと
により資料等のペーパーレス化はもちろん、情報を共有す
るための時間も短縮され、行政の議会対応への負担軽減
にも大いに寄与することとなりました。

　港区でも急速に進む自治体ＤＸへの対応を進めていま
す。１１月からデジタル庁へ職員を派遣し、「誰一人取り残
さない」デジタル化を実現させ、どなたにとっても生活がよ
り便利になることを目指しています。

　コロナによって中止や延期を余儀なくされてきた地域の
活動なども少しずつ再開されるようになってきました。地域
のつながりと活力を取り戻すため、皆さんの声をしっかりと
聞きながら議長時代に培った経験を活かし、活動して参り
ますので、本年もご指導をよろしくお願いいたします。
　この一年が素晴らしい年となりますことを心から祈念し、
年頭のご挨拶とさせていただきます。

ameblo.jp/nishimatoyoji/
●ブログ 日々の活動や思いを発信中です。

facebook.com/nishimatoyoji
● ぜひご覧下さい。宜しかったら

友達申請もお願い致します。

第六波に備え、3回目のワクチン、
コロナ禍対策にしっかり対応

議長経験をしっかりと活かし
さらに活発に動きます

誰もが使いやすいようなかたちで
区役所のDX化を推進する

コロナ禍を乗り越えて、
　新たな港区を創ります。
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二島とよじ
区民の皆様と区政をつなぐ情報発信誌
港区議会議員

■発行／自民党議員団所属 二島豊司
　　　区議会：港区芝公園1－5－25
　　　自　宅：港区三田5－7－12－707　　　　
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二島豊司（にしま・とよじ）プロフィール
●昭和47年（1972年）、栃木県足尾町（現・日光市）生まれ
●栃木県立宇都宮高校卒～早稲田大学法学部卒
●株式会社日本リース勤務～衆議院議員・梶山弘志秘書
●平成19年4月、港区議会議員に初当選（現在4期）
●令和元年5月、第46代港区議会議長就任（～令和3年6月）

●ボーイスカウト港１７団（港区白金）リーダー、ガールスカウト東
京94団（港区白金）をサポートするリーダー、障がい者スイミング
クラブボランティア等も行う●家族は妻と2男（13歳、6歳）
◆自民党議員団幹事長、港区議会総務常任委員長、建設常任委員
長、自民党東京都連青年部幹事長等を歴任◆元・明治学院大学非
常勤講師（都政研究）◆ＮＰＯ法人 先端政策研究機構主任研究員

連絡先／〒108̶0072  港区白金1̶8̶9̶202  TEL.03̶3445̶1056  FAX.03̶6868̶7243

コロナ情報
はコチラ▶港区ワクチン接種 特設ページ 港区 コロナ特設

http://www.toyoji.jp/ nishima@toyoji.jp

　議長を退任して初めての定例会と
なる第３回定例会で、自民党議員団を
代表して質問、それに続く令和２年度
決算特別委員会でも、質疑を行いまし
た。ここでその主なものをご紹介いた
します。

　コロナ関連として、当時社会問題化
していた入院病床のひっ迫に伴う自宅
療養者向けに運用を始めた酸素ボン
ベを用いた医療支援や３回目のワクチ
ン接種に向けたシミュレーションの必
要性などについて取り上げるとともに、
影響を受けた区内事業者向けの長期
的な支援を求めました。またコロナ禍
での情報の錯綜による混乱を挙げ、
SNSの特性を生かしたタイムリーな情
報発信を提案しました。

　長年にわたり要望されていた天現
寺橋交差点のバリアフリー改良につ
いて、武井区長が長谷部渋谷区長と
の協議をまとめたことを受け、パラリン
ピックのレガシーとなるよう早期実現
への期待を伝えました。
　高輪築堤が史跡指定されました。
今後、地域の財産として後世に受け継

　今年４月、港区産業振興センターや三
田図書館が入る複合施設「札の辻スクエ
ア」（港区芝五丁目36番4号）が開設され
ます。
　区内中小企業の経営や人材育成の支
援、そして創業や新たな事業創出の支援
をするため設備や情報を集約。ビジネスの
拠点として区内産業の振興を推進します。

　更に現在の三田図書館を移転、図
書館としての機能を拡充強化し、区民
の豊かな学びの場をより充実させま
す。またあわせて、にぎわいを創出す
る場として民間連携床が整備されるこ
とになります。３つの機能が相乗効果
を発揮することで、更なる展開が期待
できます。皆様どうぞご期待下さい。

いで行くため、ＪＲ東日本と区・地域の
連携が必要であること、また文化財保
護のあり方について本質を見極め、柔
軟な発想を持つことを求めました。

　その他、児童相談所による里親支
援・自転車の安全確保策・脱炭素社会
を目指す取組み・オンライン授業のメ
リトとデメリット・お台場シャトルバスの
運行継続と新たな地域交通手段の活
用、などなど幅広く課題を取り上げ、
質問、提案を行いました。

■第３回定例会で代表質問（令和3年9月9日）

■決算特別委員会で提案（令和3年10月1日）

コロナ禍対策、医療支援、
事業者支援をただす。

バリアフリー、文化財保護、
里親支援、脱炭素化等で提案

二島とよじ・発言ダイジェスト 令和3年第三回定例会

4月、札の辻交差点の隣接地に「札の辻スクエア」がオープン


